
今回のシンポジウムでは，学術情報のオープンアク
セスに果たす大学図書館のミッションについて議論し
ます。また，環日本海域に位置する大学の特色あるリ
ポジトリの事例報告を通じて，地方からの学術情報発
信について将来を展望します。
機関リポジトリの紹介を始めとした，分かりやすい

シンポジウムにいたします。多くの方のご参加をお待
ち申し上げます。

金沢大学創基150年記念「講演・シンポジウム」シリーズ(特別回) ／
平成21年度金沢大学附属図書館シンポジウム ／ DRF-KanNihonkai

平成22年2月17日(水)～18日(木)

金沢大学 自然科学系図書館 ＡＶホール

～ 環日本海域からの情報発信 ～
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参加申込・問合せ先
金沢大学附属図書館

情報企画係
076-264-5204

inkikaku@ad.kanazawa-u.ac.jp

●

[ プログラム ]

第1日 13:15～17:30
・学術コミュニケーションの現在

小山憲司 (三重大学)
・リポジトリログ分析による

学術情報流通の諸側面
佐藤翔 (筑波大学)

・研究室に埋蔵されている
研究・教育資料公開の試み

高田良宏(金沢大学)

第2日 9:30～12:00
・環日本海地域のリポジトリから～事例報告

北海道大学・小樽商科大学・山形大学
新潟大学・金沢大学・北陸先端科学技術大学院大学
福井大学・島根大学・九州大学

●
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大学図書館のミッションと機関リポジトリ


